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１１１１．．．．趣旨趣旨趣旨趣旨    

    

 留萌市は海と山に囲まれ、豊かな自然に育まれた農水産物の宝庫です。 

 近年、社会生活や食習慣の変化に伴い栄養の偏りや欠食など食生活の乱れによって肥満 

や過度の痩身、生活習慣病が増加するなど、留萌市においても子供たちをはじめとする市 

民の心身への影響が懸念されています。 

 また医療費の負担の増加など社会的な問題も表面化しています。 

 日常なにげなく食している野菜や魚も、産地でありながら食べものの実体を見る機会が 

減り、生産現場とのつながりを実感することがなくなってきています。 

 更に行事食や郷土料理、保存技術など親から子へ、子から孫へと受け継がれてきた地 

域の食文化も消えつつあります。 

 このようななかで、知育、徳育、体育の基本となる「食」について様々な経験を通じて、 

「食」に関する知識と選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる「食育」 

を日常の生活のなかで体系的に取り組み、全ての市民が生涯にわたって健康で豊かな生活 

を実現されるために「留萌市食育推進計画」を策定するものです。 

 

 

 



 

２２２２．．．．計画計画計画計画のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ    

  本計画は、第５次留萌市総合計画を上位計画とし、また、本市の各種個別計画との整合

性を図りつつ策定する食育基本法（平成１７年７月施行）第１８条に基づく市町村食育推

進計画として位置付けられるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

３３３３．．．．計画計画計画計画のののの期間期間期間期間    

 本計画の期間は、平成 20年度（２００８年度）から平成 24年度（２０１３年度）まで

の５年間とします。 

 ただし社会情勢の変化等により計画の変更が必要になった場合には随時に見直しをおこ

ないます。 
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４４４４．．．．留萌市留萌市留萌市留萌市のののの「「「「食食食食」」」」をめぐるをめぐるをめぐるをめぐる年代別現状年代別現状年代別現状年代別現状とととと課題課題課題課題    

    

（（（（１１１１））））    乳児期乳児期乳児期乳児期（（（（１１１１歳未満歳未満歳未満歳未満））））    

乳児期の成長は目覚しく、適正な栄養摂取の必要性は言うまでもありませんが、健康な

生活の維持だけでなく心身の十分な成長・発達、生涯にわたる食習慣の形成のうえでも重

要な時期です。女性の社会進出や核家族化が進むなか、育児に不慣れな母親や不安を持つ

母親が増えてきています。また育児に関する情報が氾濫し、混乱する者も少なくないため、

それぞれの月齢発育にあった適切な指導が求められています。 

 

 

① ４ヵ月児の状況 

乳児は基本的には母乳で育てることが望ましく、母乳保育も年々増加しています。 

しかし、母親の就労の増加や母乳分泌量の減少などにより、乳児の月齢が増すにつれ、

人工乳に移行しています。 

離乳食の準備段階で与える果汁量が５０㏄を超えている児については、約半数ありま

した。 

必要以上に与えると肥満につながるという例もあるため、現在は２割以下と減少して

います。 

 

 

② ９ヵ月児の状況 

この時期になると、個人差が大きくなります。食事の量や好み、調理形態、食べ方、

栄養方法などによって離乳食のすすみ方に差が出ます。 

食物アレルギーや身体の成長によっても差が出るので、個々に合わせた指導が大切に

なります。 

母乳栄養の乳児も平成１３年に比べ増えてきています。母乳栄養の増加は望ましいこ

とですが、与える時間や量がはっきりしないため、離乳食がうまくすすまないというケ

ースもみられます。そのためこの時期の適切な指導が大切です。 

間食ではお菓子などを与えることが多く、中には甘いお菓子を与えているケースも多

く見られます。 

そのため哺乳や離乳食のすすみ方にも影響しているケースも少なくありません。 

 



 

 

◎乳児期の食生活の課題 

生涯の中でも成長発達の著しいこの時期に、離乳食のすすめ方 

の良否が、子どもの健全な発達のポイントといえるでしょう。 

離乳は、乳汁の栄養から幼児食に移行する過程を言います。離 

乳食にはバランスのとれた栄養量の確保、味覚の形成、咀嚼力を 

つける、消化吸収能力を発達させる、食への興味や関心など身体 

的にも情緒的にも発達を助けるなど様々な目的があります。また 

生活のリズムを整える大切な役割もあります。 

食生活の土台は、離乳食のすすめ方が基礎となるので正しい食 

習慣を心掛けることが大切です。 

そこで、離乳食のすすめ方、食物アレルギー、水分補給の方法 

など母親に対する適切なアドバイスが必要であり、また献立の工 

夫や、楽しくおいしい食事ができるような雰囲気づくりなど個に 

応じたアドバイスが重要なため、健診や各種相談事業等の充実が 

必要と思われます。 

 

 

（（（（２２２２））））    幼児期幼児期幼児期幼児期（（（（６６６６歳未満歳未満歳未満歳未満） 

幼児期は、将来にわたって健康でいきいきとした生活を送る基本としての「食を営む力」

の基礎を培う時期です。家庭の食事や母親による影響を受けやすく、母親自身の食に対す

る考え方も大切になります。発育・発達が旺盛な時期のため、子どもの食欲・食べられる

量、食べ物の思考など個人差を十分配慮し、一人ひとりの発育・発達に応じた食育を進め

ていく必要があります。 

 

① １歳６ヵ月の状況 

この頃になると、「幼児食」になり食べられる食品の種類が増えてきます。また、自我

の芽生えとともに偏食等食事に対する自己主張も出てきます。 

欠食に関しては、減少傾向にはありますが、食事内容としては十分とは言えません。

特に野菜の摂取に関しては毎食食べるというケースは３割以下となっています。特に朝

食での利用が少ないことから、生活リズムと併せ、食事内容に関しても適切な指導が大

切です。 

また不適切な間食の与え方は、食欲不振や偏食、食事や生活リズムの乱れ、栄養のア

ンバランス、虫歯や肥満などを招くことから、望ましい間食について指導する必要があ

ります。 



 

② ３歳児の状況 

ほとんど大人と同じようなものが食べられるようになります。自分で食事ができるよ

うになり、嗜好性もはっきりしてきますので、偏食にならないように注意します。 

離乳食の完了する頃から間食、甘味飲料の与え方が不規則になっていくケースも多く

見られます。食事に影響したり肥満につながるケースも見られます。 

食事内容の偏りからか、１．６歳児に比べて全体に野菜の利用が少なくなっています。

時間がない、親が食べないので利用しない等の声も聞かれることから、朝食の重要性、

内容に関して指導していくことが大切です。 

栄養相談・指導の内容としては、偏食（特に野菜嫌い）、少食、肥満、咀嚼、間食の内

容、水分補給の方法、が多く見られます。自己主張が強くなり思うように食事が進まず、

新たな悩みを持つ母親も少なくありません。子どもの自我を上手に育てながら、忍耐強

く食事のしつけをしていくことや、栄養面ばかりでなく食事中の雰囲気などにも注意し

て精神生活を豊かにするためのアドバイスも必要になってきます。 

 

◎幼児期の食生活の課題 

 乳児から幼児になったことで、食事だけでなく生活 

も大人に合わせた夜型になってしまい、子どもたちの 

生活にも影響を与えています。 

この時期の適切な栄養は身体の発達だけではなく、 

精神発達や健康にも大きな効果を与えます。食習慣の 

基礎を作るために、家庭での食事作りへの参加や、食 

べることの大切さ、楽しさなど食の教育が大切な時期 

でもあります。あらゆる面での生活習慣の基礎となる 

ことを踏まえて、正しい食習慣を確立していくことが 

大切です。 

子ども達に規則正しい生活リズムや望ましい食習慣 

を理解し家庭で行なっていくため、関係機関と地域 

が一体となって支援していく必要があります。 

 

 

（（（（３３３３））））    学齢期学齢期学齢期学齢期            

学齢期の食育における給食の位置付は、児童生徒の健全な発育及び健康の維持、増進の

基盤であるとともに、おいしい、楽しいという情緒的や食事を大切にする考え方を教える

などの教育的機能がありその役割はきわめて大きいものがあります。また家庭科、生活科

などの教科による調理体験や、総合的学習の時間を利用した農業、漁業体験など多様な手

法により食育に関連した取り組みがなされています。 



 

 学校での教育活動は学習指導要領に基づき計画されており､食育との関係について明確

に規定されていないことから、学校規模や地域性で取り組み内容、種類に差が生じている

状況であります。 

 今後は保護者を含め地域全体への啓発活動により、より内容の濃い取り組みが展開され

ることを期待するものであります。 

 

① 小中学生の状況 

 小中学生の食生活に関するアンケートから学齢期の児童生徒がいる家庭では夕食は

30分未満の家庭が多く、献立の決め方についても、「栄養のバランス」、「家族の嗜好」、

「多くの食品を使う」、「安全な食品を使う」などの順番で回答されています。 

朝食については小中学生では約 8 割が毎日食べており、欠食している割合は小学生

より中学生がやや高くなっています。朝食と学力の関係については、大きな影響があ

るとの研究報告もあることから朝食をしっかり取る児童生徒の割合を高める必要があ

ります。 

子供の食に係る関心事項においては、「食習慣の乱れ」及び「食の安全・安心」につ

いて半数以上の保護者が高い関心を持っています。 

なお、「食育」という言葉については、調査した 9割の保護者が認知しているが、知

っていると回答したのは約半数にとどまっているため、食育の啓発を行うとともに、

食育の事業に対して期待されている「農林漁業の見学、体験」、「偏食の改善など食生

活をよりよくする学習」、「親子で参加できる料理教室」など体験型、参加型の事業展

開を図っていく必要があります。 

 

◎学齢期の食生活の課題 

  児童生徒の学年や成長度合い、教科の習熟度などに 

適した「食育」が必要と考えられるが食育全般に対す 

る情報不足（食育があまりにも広範囲におよぶ）や教 

員の配置に伴う問題など「食育」の目的の整合性を図 

ることにおいて、早くから準備しないと学校での授業 

との調整が難しい。 

  また家庭における食習慣について、学校では標準的 

な物を提示し自主的改善をお願いする立場であり、好 

き嫌いの顕著な子どもに対する指導のあり方、箸やス 

プーン等の正しい持ち方の指導など具体的な改善につ 

いて指導していくことについては家庭との連携が必要 

であり、保護者が求める「食育」についてのニーズの 

把握や幼児期からの指導継続が課題である。 



 

（（（（４４４４））））    青青青青・・・・壮年期壮年期壮年期壮年期    

 

 青・壮年期は職場や家庭において一番働き盛りで心身ともに充実した年代であり、これ

まで身につけてきた食に関する知識や技術を活用しながら健康的な食生活を実践する時期

です。 

 また一方、仕事等よる不規則な生活、職場内でのストレスが原因と思われる、食べ過ぎ、

飲みすぎ等により生活習慣病、内臓脂肪症候群（メタポリックシンドローム）などが顕在

化するため、これらを予防するために健康的な食習慣の実践が望まれます。 

 

① 青・壮年期の状況 

食習慣において、朝食を欠食する割合で２０代が最も高く年代が進むにつれ欠食率は

低下していくが、朝食を欠食する場合、１回の食事の摂取量が多くなり、そのため過食

につながる傾向があることから肥満等による生活習慣病、内臓脂肪症候群の助長が懸念

されます。 

  また青・壮年期の女性については低体重の割合が高いことから自分自身の体型と、適 

 切に評価した食生活を行うことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

    

◎青・壮・高齢期の評価指標と取組み 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

◎青・壮年期の食生活の課題 

青・壮年期における生活が中・高年期の健康状態に対し 

多大な影響を与えることから、食生活に留意し、生活習慣 

病の予防、悪化を防ぐことが重要ですそのためには健康的 

な食習慣を楽しく実践していくことです。 

生活習慣病と食事の関係や栄養のバランスなどについて 

理解し、食に対する幅広い情報を取り入れて食と健康の関 

係に係る知識を深め「自分の健康は自分で守る」という本 

人の自覚が一番重要です。 



 

（（（（５５５５））））    中中中中・・・・高年期高年期高年期高年期    

 

 中・高年期については全体的に肥満者の割合が増加し、高年期に差し掛かるにつれ

身体の機能が徐々に低下し、長年の生活習慣の積み重ねによる疾病が顕著化してくる

ため、体力低下を予防し、体調にあった食生活を実践する必要があります。 

 また 65 歳以上の一人暮らし高齢者及び高齢者世帯で疾病などにより調理が困難な

方を対象として給食サービスの利用がされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎中・高年期の食生活の課題 

中・高年期は子供の独立など家庭環境の変化に伴い、 

精神的疾病や長年の生活習慣病などにより体調を崩して 

いる人も少なくありません。 

 また一人暮らしの高齢者及び夫婦世帯等で病弱で障害 

等のために食事を作ることが困難な方、病院等から食事 

の制限を受けている方も増え、食に対する意識が薄れて 

きてしまいます。 

 このようなことから中・高年期は特に精神的な生活の 

安定と、健康の保持増進を図り活力ある日常を周囲と実 

践していくことが必要です。 

 



 

５５５５．．．．食育推進食育推進食育推進食育推進のためののためののためののための基本方針基本方針基本方針基本方針 

 生涯にわたって健康で豊かな生活を実現するため、今一度、食べ物をとおし自然の恵み 

や生命の尊さを想い、子供の頃から様々な体験等から通して地域における農水産物を、地 

産地消を実践しながら留萌市の資源や環境に配慮することができる人々を育むため４つの 

基本方針を設定します。 

 

 

    

【【【【 基 本 方 針基 本 方 針基 本 方 針基 本 方 針 】】】】    

    

（（（（１１１１）「）「）「）「食育食育食育食育」」」」についてのについてのについてのについての理解理解理解理解のののの推進推進推進推進    

    

（（（（２２２２））））食食食食のののの安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心のののの推進推進推進推進    

    

（（（（３３３３））））地産地消地産地消地産地消地産地消でででで豊豊豊豊かなかなかなかな食生活食生活食生活食生活    

    

（（（（４４４４））））楽楽楽楽しくしくしくしく食食食食べべべべ元気元気元気元気なななな老後老後老後老後 



 

６６６６．．．．食育推進目標食育推進目標食育推進目標食育推進目標とととと年代別推進方策年代別推進方策年代別推進方策年代別推進方策のののの設定設定設定設定    

 基本方針の達成に向けて、10の目標を設定し、実現化に向けて年代別推進方策を示しま

す。 

(1) (1) (1) (1) 食育推進目標食育推進目標食育推進目標食育推進目標 

 

 

    
食 育 推 進 目食 育 推 進 目食 育 推 進 目食 育 推 進 目 標標標標    

①①①①食食食食をををを楽楽楽楽しむしむしむしむ    

②②②②味覚味覚味覚味覚をををを育育育育てるてるてるてる    

③③③③食食食食べものとべものとべものとべものと心心心心やややや体体体体のののの関係関係関係関係をををを知知知知るるるる    

④④④④体体体体によいによいによいによい食食食食べものをべものをべものをべものを選選選選ぶぶぶぶ知識知識知識知識をををを身身身身につけるにつけるにつけるにつける    

⑤⑤⑤⑤日本型食生活日本型食生活日本型食生活日本型食生活のののの良良良良さをさをさをさを知知知知るるるる    

⑥⑥⑥⑥食食食食のののの情報情報情報情報をををを見分見分見分見分けるけるけるける知識知識知識知識をををを身身身身につけるにつけるにつけるにつける    

⑦⑦⑦⑦基本的基本的基本的基本的なななな調理技術調理技術調理技術調理技術をををを身身身身につけるにつけるにつけるにつける    

⑧⑧⑧⑧食食食食べもののべもののべもののべものの大切大切大切大切さをさをさをさを知知知知りりりり、、、、自然自然自然自然のののの恵恵恵恵みにみにみにみに感謝感謝感謝感謝するするするする    

⑨⑨⑨⑨食食食食べものがべものがべものがべものが作作作作られるられるられるられる過程過程過程過程などをなどをなどをなどを理解理解理解理解するするするする    

⑩⑩⑩⑩食食食食をををを通通通通してしてしてして環境環境環境環境についてについてについてについて考考考考えるえるえるえる 



 

(2) (2) (2) (2) 年代別推進方策年代別推進方策年代別推進方策年代別推進方策 

① 乳・幼児期  

  最も成長が著しいこの時期は、生涯にわたって健康的な生活習慣を身につけるために、

家庭を中心とし、バランスのとれた食生活によって食べることの心地よさや食べたいも

のを増やすなど食の基礎をつくることが大切です。 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 学齢期  

  学齢期は、体力・運動能力などの成長期であり行動範囲も広がります。 

  身体の成長に心の成長が追いつかず不安定になりやすい時期ですが、かなり個人差が

あり標準値にとらわれることなく成長過程を見守ることが大切です。 

  学校、家庭、地域等が連携し、食生活の大切さを学び、望ましい食習慣を身につける

ことが重要です。 

   

 

 

 

. 

 

 

 

 

 

 

 

・母乳やミルクを飲む心地よさを感じさせる。 

・十分に遊び食事のリズムを身につける。 

・離乳食をとおして、飲み込む力、かむ機能を育てる。 

・食べたいもの、好きなものを増やすなど食べ物に興味をもたせ味覚を育てる。 

・家族や仲間と一緒に食べる楽しさを育てる。 

・箸を正しく使う練習をする。 

・五官を使って自然や動物、収穫体験等をとおして食べ物にふれ食を大切にす

る心を育む。 

・家族や仲間と一緒に食べる楽しさを知り望ましい人間関係をつくれる 

ようにする。 

・食事のマナーを学ぶ。 

・食事の手伝いや料理実習などを通して基本的な調理方法を身につける。 

・体験をとおして地域の産業を学ぶ。 

・食品の組み合わせなどによる栄養バランスの知識を身につける。 

・食品の生産、加工、流通の仕組み、食べ物と環境について理解する。 

・農林漁業体験により自然や地域社会と食べ物のかかわりを学び食を大切 

にする心を育てる。 



 

 

 

③ 青･壮年期  

  青・壮年期は、身体の発達がほぼ完了し社会的役割などを自覚するとともに食生活の

自己管理が要求される時期であります。 

  心身ともに充実し働き盛りといわれていますが、忙しい生活に対応するため、ストレ

スを抱えながらも日常を送っている人も多く、病気などは顕在化しづらい時期でありま

す。 

  この時期の生活が次の中・高年期における健康状態に大きく影響をおよぼすことを自

覚し、広く情報を取り入れ積極的に職場や市の健康診断を受診するなど、自らの健康状

態を知り、その結果を活用して生活習慣や食習慣の改善を図ることが必要です。 

  また家庭を持っている人は、子供たちへの食の基礎知識等を教えるなど家族の健康管

理に配慮することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・周りの人とコミュニュケーションをとりながら楽しく食べる機会を増やす。 

・食を楽しみ生活習慣病などを予防し、体調にあった食生活をする。 

・食品の選択や地域特産物を知り調理方法を身につける。 

・栄養バランスや食品衛生、食品表示、添加物などについて理解する。 

・日本型食生活に親しみスローフードや郷土料理を次世代の人々に伝える。 

・家庭菜園に取り組むなどして食品の生産、流通までの過程を理解し、子供 

たちに教える。 

・食べ残しを減らし、生ゴミの再利用など食と環境について実践。 



 

④ 中・高年期  

  中・高年期は、健康についての関心が高まるとともに、生活環境の変化や体力の低下、

長年の生活習慣による疾病が徐々に顕在化してくる時期です。 

  病気の早期発見、治療に努め、家族や友人、年代にこだわらず周囲とのコミュニュケ

ーションをとりながら食事をするなど、趣味や地域活動などをとおしてそれぞれが生き

がいをもって暮らすことが重要です。 

  また培った経験、幅広い知識を生かしゆったりと食事を楽しみながら郷土料理の伝承

や、食事のマナーを指導するなど次世代への伝承活動の役割が期待されます。  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

・孤食になりやすいので家族や友人などと楽しく食事をする。 

・生活習慣病を予防し、体調にあった食生活を実践する。 

・スローフードや郷土料理を楽しみ次世代の人々に伝える。 

・農林水産業に対する理解を深め、栄養バランスや安全な食べ物、食品衛生 

などの知識をとおして自然や環境について次世代の人々に伝える。 

・郷土料理や日本型食生活を次世代に伝える。 

・食品表示、食品の生産、流通過程を理解し食品の選択や調理技術を身につ 

ける。 

・食べ残しを減らし、生ゴミの再利用など食と環境について理解し実践する。 
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＜コラム＞食事バランスガイド バランスバランスバランスバランスのよいのよいのよいのよい食生活をしましょう！ 

 

「食事バランスガイド」は１日の望

ましい組み合わせ及びその量を「コマ」

のイラストで示したものです。「何をど

れだけ食べればいいのか？」その具体

的内容や分量を「主食」「副菜」「主菜」

「牛乳・乳製品」「果物」の５グループ

に分けて示しており、食事のバランス

が悪くなると倒れてしまうイメージを

表しています。各グループにおける数

値（ＳＶ）は、サービング（皿数を意

味する）と呼ばれイラストの調理例が

何皿分に相当するか示されています。 

 

 

 

＜コラム＞食品の情報を見分ける知識を身につけよう！ 

 

ＪＡＳ法によって、一般消費者向けに販売されている全ての飲料用品のうち、生鮮食品にいては

原産地等の表示が、加工食品については原材料名等の表示が義務付けられています。 

賞味期限・消費期限や栄養表示基準、原産地表示、マークによる表示（ＪＡＳ、有機ＪＡＳなど）、

遺伝子組み換え、食品添加物の表示や有機農産物を理解し食品に関する理解を深めましょう。 

 

 

＜コラム＞Yes!clean表示制度について 

 

「北のクリーン農産物（Yes!clean）表示制度」は、

クリーン農業の取り組みを進めるため、農業団体・消

費者団体・北海道などにより構成している「北海道ク

リーン農業推進協議会」が取り組んでいる北海道独自

の表示制度です。 

現在、２７９集団の登録があり５５品目の農産物を

生産しています。なお、当市においても１集団がこの

表示制度に基づき農産物の生産しています。 

 



 

７７７７．．．．計画推進計画推進計画推進計画推進のためののためののためののための役割分担役割分担役割分担役割分担    

 食育の年代別推進方策を具体化するにあたって、家庭、学校、行政等が連携しそれぞれ 

の役割分担のもとに実施します。 

 

（１）家庭の役割 

食育を進めるにあたっては家庭での役割が 

最も重要です。 

 毎日の食事は健康を維持するための大切な 

要素で、一人一人が生涯に渡り健康的な食生 

活を継続的に行っていくためには乳幼児期か 

ら家庭での食生活が重要な役割を担っていま 

す。 

 そのためには各家庭が食育について十分理 

解し、また、ライフスタイルの多様化による 

個食化を無くすため、できるかぎり家族揃って語らいながら楽しく食事をするなど、

毎日の食生活のなかから食事のマナーや健康についての知識が自然に身に付くように

指導していくことが必要です。 

 このように健全な食生活を実践できる人間を育てるためには、家庭における食生活

が一番大切な役割であり基本であることを認識し食育を推進することが重要です。 

 

 

（２）保育園や幼稚園の役割 

保育園や幼稚園においては、感受性を育むのに大切な時期です。 

そのため家庭や地域と連携を図り、保護者と協力し食に関する体験を通して楽しく

食事をすることを大切にし、成長段階に応じた望ましい食生活が備わるよう食育を指

導、推進することが求められます。 

 

【具体的取り組み】 

① 市民農園等の利用により作物の栽培、収穫体験をとおして食材についての関心が高 

 まるよう指導しています。 

② 保護者に対して懇談会や園だより等により食育について積極的に情報提供します。 

③ 手作りしている給食献立に行事食や郷土食を取り入れ食の情報を伝えています。 

 



 

 

（３）学校の役割 

学校においては、最も学びに適する時期であるため、 

給食に地元で収穫される米、旬の野菜、魚等を活用し、 

郷土料理をとりいれるなど給食を重要な食育活動とし 

て位置づけるとともに、農・漁業及び調理現場の体験等 

を総合的な学習時間を通じて推進することが求められます。 

 

【具体的取り組み】 

 ① PTAや各種団体等と連携し｢食育教室｣等を実施しています。 

 ② 保護者に健康や食育について情報を提供します。 

 ③ 栄養教諭資格取得職員等が、学級担任や教科担任と連携して、専門性を活かした 

  食に関する指導を実施します。 

 ④ 生産現場の体験や生産者との交流を図り、農林水産業に対する理解が深まるよう指

導します。 

 ⑤ 学校給食等の時間を利用し、食事のマナー、食文化、食べ物と健康のかかわり等、 

  正しい情報を伝えます。 

 ⑥ 学校給食に地元農水産物を積極的に活用した献立を取り入れていきます。 

 

 

（４）地域の役割 

地域においては、食育を市民一人一人の主体的な取り組みとして推進し食べ物をと

おして地域に根付かせ、豊かな自然環境や地域文化を次世代に引き継ぐための取り組

みが重要です。 

そのため、地域においては関係者、関係機関が互いに連携し食育を推進します。 

 

【具体的取り組み】 

① 観光協会は留萌市の食と観光をリードし地産地消による地域活性化を図りながら 

 広範囲に食育を推進しています。 

 

 ・「お勝手屋 萌」の運営、各店舗連携し留萌の旬の食彩による留萌産品の PRと各種イベント等の参 

  加により食をとおしての留萌の観光や特産物を広く PRしています。 

      

  ② 農林水産業者は学校や関係機関などの依頼により子供たちの体験学習の場を提供 

   し、新鮮で質のよい地元農水産物のことや食に関わる人々の仕事の重要性について 

   関係者と連携し積極的に食育の指導、推進を図ります。 

 

    ･田植え、収穫体験 ・地引き網体験 ・水産物直販 

 



 

  ③ 農林水産業団体、食品関連団体、その他各種団体は食の安全・安心など食に関す 

   る情報を積極的に提供し、それぞれの組織の役割に応じ食育について自主的に取り 

   組み計画の推進を図ります。 

 

    ・新米試食会 ・農産物直販 ・カズノココンテスト ・各種料理講習会 

    ・地域放送局ＦＭもえるでは積極的に地産地消や食についての番組放送をしています。 

 

   ④ 地産地消など食をテーマにした食生活改善委員会などの活動団体の取り組み 

を周知し、料理講習会、農業体験など積極的に各種事業を実践し、地域内に地 

産地消の必要性を確実に根付かせ自主的な活動をとおして食育についても推進し

ています。 

 

    ・フードマガジンの発行 

    ・地域の親子を対象とした料理教室 

    ・学童農園等より収穫された農産物を利用した町内会ぐるみの 

収穫祭などの取り組み 

 

（５）行政の役割 

市は、食育の推進にあたり、国及び道と連携し、食に関する知識の普及、啓発に努

め、安全・安心な農水産物の流通を見守り、地産地消を推進します。 

また、食に関わる関係機関・各種団体・グループ等と連携を図り食育を市民一人一

人の生涯にわたるテーマとして計画推進します。 

 

【具体的取り組み】 

① 「はーとふる」において検診、栄養相談等、各種教室を開催し健康に対する個別指導 

 の充実をはかり関係機関等の連携により食育を推進し情報発信しています。 

 

・乳幼児検診・健康相談・栄養相談・離乳食教室（４ヵ月～１歳未満の親子対象） 

・おやつ教室（1～3歳未満の親子対象） 

・情報交換会（保育園の０歳児保育担当者、給食関係者） 

・相談事業、妊婦・新生児訪問時等を利用し食育の指導、啓発します。 

 

 

② 教育委員会では学校と連携し給食センター栄養士の派遣などにより給食時間等を利用 

 した食育の指導、推進を図ります。 

 また子供たちの健康のため地元食材を計画的に活用します。  

 

 ・行事食の主な献立           ・郷土料理（本州)の献立 



 

   子供の日・チーズ入り鯛形オムレツ    いも煮汁  ・山形県郷土料理 

   十五夜 ・お月見大福          だまこ汁  ・秋田県郷土料理 

   冬至  ・かぼちゃの小豆煮       のっぺい汁 ・茨城県郷土料理 

   給食週間・すいとん汁 

 

③ 公共施設を利用し各種団体等と協働し料理講習会をとおして郷土料理や地産地消の普  

 及につとめます。 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 市民農園の運営により食べ物を作る、育てる、食する体験を通して食育を家庭に浸透

させています。 

 

 ・留萌市民農園 1区画面積 20坪（６６㎡〉 

 １２５区画 利用料 ６，０００円/年 ４月募集 

 

 

⑤ 食物残渣の有効利用｢堆肥化｣により資源循環型社会の啓蒙活動を美サイクル館、水道 

 施設などの見学をとおして進めています。 

 

 

⑥ 広報るもいにより「食育」「地産地消」「生活習慣予防」「食の安全・安心」などの 

 情報提供を更に充実させます。 

 

 

⑦ 「うまいよ！るもい市」や各種イベントを通して留萌産の海産物（タコ、イカ、エビ、 

 ナマコ、ウニ）や農産物（高品質米、イエスクリーン野菜)のＰＲを図ります。 



 

 

 

 

 

 

 ・「うまいよ！るもい市」 

   月１回開催 (5月、６月、7月、８月、９月、１２月)  

   会場:留萌地方卸売市場 

 

 

 

                     

 

 

 

 

                         

 

 



 

８８８８．．．．計画計画計画計画のののの評価指標評価指標評価指標評価指標    

本計画の期間である平成２４年度において、目標達成や取り組みの成果を評価 

するため具体的な数値目標を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 食育に関心を持っている 

市民の割合 
現状値 

目標値 

現状値なし 

９０％以上 

２ メタボリックシンドローム 

（内臓脂肪症候群）を認知し 

ている市民の割合 

現状値 

目標値 

現状値なし 

８０％以上 

３ 食品表示を参考にする市民 

の割合 
現状値 

目標値 

現状値なし 

６０％以上 

４ 食事バランスガイド等を 

参考に食生活を送っている 

市民の割合 

現状値 

目標値 

現状値なし 

６０％以上 

５ ４ヵ月児において果汁を 

５０㏄以上飲む児の割合 
現状値 

目標値 

１３％（平成１８年） 

５％以下 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 離乳食教室の実施 現状値 

目標値 

実施していない 

年２回開催 

７ 幼児期における朝食での 

野菜摂取率の増加 
現状値 

目標値 

３５．３％ 
(平成１８年度：１.６才児） 
２３．７％ 
(平成１８年度：３才児） 

増 加 

８ 幼児期の保護者を対象と 

したをおやつ教室の実施 
現状値 

目標値 

実施していない 

年２回開催 

９ 学校における食に関する 

指導の実施 
現状値 

目標値 

年９回 

年１２回 

10 小学生を対象とした地場 

産品を使用した農水産物の 

加工体験 

現状値 

目標値 

年２回 

年６回 

11 北のクリーン農産物表示 

制度登録集団数 
現状値 

目標値 

１集団 

２集団 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 地場産の食材を意識して 

購入する市民の割合 

 

現状値 

目標値 

５１．７％ 

 

６０％以上 



 

資料 

１ ４ヵ月児～３歳児検診における状況 

 （１）栄養方法 

① 4ヵ月児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ９ヵ月児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※ 平成１４年度より比較し４ヵ月児は 21％、９ヵ月児は 15.8％母乳の割合が増えて

おり、それに反比例して人工乳において４ヵ月児は 18.6％、９ヵ月児は 20％減少し

ています。 

 

 

（２）果汁及び甘味飲料摂取量 

① ４ヵ月児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.9

32.2

31.4

38.3

45.9

26.8

25.7

28.3

26.5

24.4

48.3

42.1

40.3

35.2

29.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

母乳

混合

人工

18.3

20.8

22.4

29.0

34.1

8.2

6.2

7.0

9.5

13.2

71.2

73.0

69.7

61.1

51.2

2.3

0.0

0.9

0.4

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

母乳

混合

人工

不明

58.5

61.4

70.8

80.4

84.9

33.7

32.2

26.1

14.7

12.2

7.8

6.4

4.9

3.1

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

50cc未満

50cc以上

不明



 

② ９ヵ月児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ １．６ヵ月児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ３歳児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 果汁及び甘味飲料の摂取量については年々減少傾向です。 

34.7

63.5

54.4

62.4

66.8

33.3

21.3

25.9

22.2

12.2

17.4

7.6

6.3

5.5 7.7

3.8

13.7

14.0

1.4

1.4

0.9

2.3

1.5

2.4

2.2
5.4

2.9

2.6

1.4

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

0-49cc

50-99cc

100-149cc

15-199cc

200cc以上

不明

14.2

20.1

33.0

45.8

53.6

9.5

21.9

22.2

14.5

11.6

26.7

15.1

12.3

7.8

14.2

6.2

3.5

3.6

39.7

26.9

21.1

21.6

17.910.7

15.5

2.1

1.8

2.3

2.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

0-49cc

50-99cc

100-149cc

15-199cc

200cc以上

不明

10.6

19.9

23.8

32.8

41.1

8.7

16.7

18.9

16.1

13.0

19.7

12.0

11.7

11.7

9.7

7.7

5.6

4.9

3.9

4.8

49.5

38.0

35.9

34.4

28.5

3.8

7.8

4.8

2.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

0-49cc

50-99cc

100-149cc

15-199cc

200cc以上

不明



 

（３）９ヵ月児における離乳食回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 過去５年間においてはおおむね横ばいである。 

 

 

（４）間食の状況 

① ９ヵ月児検診時における間食内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 複数回答あり 

 

（５）１．６ヵ月～３歳児検診時におけるおやつ摂取回数 

① １．６ヵ月児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.4

15.6

20.2

19.0

19.5

80.8

83.4

78.7

0.4

0.5

1.4

0.5
1.0

1.4

0.5

0.9

0.9

79.0

78.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

1回

２回

３回以上

不明

87.2

86.7

93.0

75.1

92.7

70.8

61.6

8.6 6.3

7.3

56.6

58.8

53.2

18.0

15.4

6.1

4.9

3.8

11.4

6.8

5.3

4.7

5.0

0.9

8.8

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８ 赤ちゃん
用菓子
果実

市販菓子

その他

手づくり

33.6

31.6

30.4

26.4

40.6

53.9

49.3

56.2

55.6

45.1

6.0

15.1

14.1

10.8

9.8

1.3

0.5

0.9

2.6

2.1

5.2

3.5

0.5

1.3

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

0-1回

2回

3回以上

不定

不明



 

② ３歳児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

※ 若干ながらおやつの摂取回数が増加傾向である。 

 

（６）１.６ヵ月～３歳児検診時における野菜摂取回数 

① １.６ヵ月児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ３歳児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 野菜摂取回数は年々増加傾向である。 

54.3

63.0

52.9

52.8

54.1

9.6

10.2

16.1

27.8

30.1

23.1

27.9

25.6

11.2

15.9

0.5

2.4

1.1

3.4

7.7

3.7

2.4

2.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

0-1回

2回

3回以上

不定

不明

29.7

26.9

32.5

18.9

35.3

41.4

37.4

49.0

36.6

58.9

92.7

84.5

41.4

2.6

4.6

1.5

3.1

2.292.0

89.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

朝

昼

夕

不明

22.6

19.0

22.8

25.6

23.7

38.9

40.7

43.2

49.4

45.4
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 （７）体格 

① ４ヵ月児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

② ９ヵ月児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

③ １.６ヵ月児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

④ ３歳児検診時 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１ ４～９ヵ月児についてはカウプ指数、１.６ヵ月～３歳児についてはＢＭＩで表示。 

２ カウプ指数 ・15未満：やせぎみ ・15以上～20未満：標準 ・20以上：太りぎみ 

３ ＢＩＭ ・－15未満：やせぎみ ・－15以上～15未満：標準 ・15以上：太りぎみ 

※ 4ヵ月児においてはやせぎみ及び太り気味の割合。また、9ヵ月から 
1.5ヵ月児においては太り気味の割合が若干ながら増加している。 
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２ 就学前児童の状況 

 

平成 19年 2月 1日に実施 

したアンケート調査結果 

（市内私立保育園で実施） 

 

 

（１）就学前児童の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平成１８年度における就学前児童の状況 

 

                     ※ ほぼ４割の児童が保育園・幼稚園へ 

入園している。 

 

 

 

 

 

（３）保育園（私立３園）における子供の食生活の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      注 対象児童数 240人・回収数 191人・回収率 79.6% 

※ ごはん食以外が５割程度であり、また、若干ながら朝食を食べない児童がいる 

状況である 

 

年 齢 園児数 回収数 回収率 

3歳児 66 43 65.2％ 

4歳児以上 174 148 85.1％ 

計 240 191 79.6％ 
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３ 就学児童の状況 

 

留萌管内食育推進実行委員会にアンケート調査結果（小・中学生対象） 

 

（１）一週間のうち朝食を食べている回数 

 

 

 

 

 

 

※ 学齢が上がるにつれて、朝食を食べない割合が増えていると思われる。 

 

（２）朝食を食べない理由 

 

 

 

 

 

 

※ 生活習慣の乱れが主な要因と推測される。 

 

（３）食育の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

※ 食育を知っている児童がほぼ半数に留まっている。 
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（４）子供の食に関する関心事項（小学生の保護者を対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

注その他 ・食と健康の問題、食事に関するマナー 

※ 多くの保護者が、食に関する実習及び学習について関心がある結果である。 

 

（５）食育に対する保護者の関心事項 

 

 

 

 

 

 

 

注 その他 ・食材の流通の仕組み、食生活と健康、料理体験の実習等（小学生） 

・食生活の重要性、道産食品のすばらしさ等（中学生） 

※ 多くの保護者が、食に関する実習及び学習について関心がある結果である。 
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４ 20～64歳男女別年齢階層別肥満者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１ 平成１４～１８年の留萌市基本検診の結果より。 

 ２ 肥満者の割合は、ＢＭＩが２５以上の男女が対象。 

※１ 「平成 1７年度国民健康・栄養調査」 

の肥満者の割合 

※２ 全国平均と比較し、肥満者の割合が低 

いが、当市のデータは基本検診受診者の 

割合であり、日頃の健康管理に気を配っ 

ている方が多いと思われるので、実際の 

肥満者の割合は増加すると考えられる。 

 

５ 留萌市の４０歳の生活実態 

 

・平成１２～１６年に実施された、４０歳の全市民を対象にしたアンケート調査結果より抜粋。 

（回収人数５７０名・回収率３３％） 

 

① 甘い物を食べる頻度 

 

 

 

 

 

 

 

全国データ 男 女 

２０代 19.8 5.6 

３０代 26.7 14.3 

４０代 34.1 19.3 

５０代 31.4 23.9 

６０代 30.7 29.0 
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② 味付けの傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 脂肪の多い食事を好むか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 塩分の多い食事を好むか 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 肥満者については、好ましくない食習慣の傾向が見受けられます。 
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６ 生ごみの状況 

（１）生ごみの搬入量 

 

 

 

 

 

 

 

     ※ 搬入される生ごみの重量については、含有水分等によって変動するため 

概数で表示 

 

 

（２）生ゴミ堆肥の利用割合 

 

 

 

 

 

 

 

※ 主に公共施設及び家庭菜園等に使用されている。 
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用 語 解 説 

 

 

 

食育基本法 (P2) 

  国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むことができ 

 るよう、食育を総合的かつ計画的に推進することを目的として、平成 17年 7 

 月１５日に施行された。 

 

咀嚼力 (P４) 

  よく噛む力のこと 

 

内臓脂肪症候群（メタポリックシンドローム） (P７) 

  内臓脂肪の蓄積で、分泌される生理活性物が血管の炎症や血栓を作りやす 

 い状態を引き起こし、動脈硬化をすすめて虚血性心疾患・脳血管疾患の危険 

 性を高める。 

  内臓脂肪の蓄積＋高血糖・高血圧・血清脂質異常のうち２項目以上該当で 

 診断 （平成１７年 4月 日本内科学会〉 

 

地産地消 (P１１) 

  地域で生産された農林水産物を、その地域内で消費拡大をするという取り 

 組みのことです。最近では各地域で直売所等をとうし生産者と消費者の交流 

 など多用な取り組みが行われています。 

 

BMI (Body Mass Index) (P２５) 

  肥満を判定する指標。体重（ｋｇ〉÷身長（ｍ)2で算定。「２２」を標準と 

 し、｢１８．５未満｣はやせ、｢１８．５以上２５．０未満｣は正常、｢２５以上｣ 

 は肥満とされる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留萌市食育推進計画策定委員会 

 

平成２０年 ３月策定 

 

留萌市  産業建設部農林水産課 

TEL 0164－42－1837／FAX 0164－42－7865 


